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アルゴリズム

問1

(18秋問4)
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問2　ビットデータの変換処理に関する次の記述を読んで，設問1，2に答えよ。

　媒体表面に穴の空いた部分(ピット)を設け，穴のない部分(ランド)と区別をつけるこ

とでビット情報を記録するタイプの記録媒体がある。この記録のさい，単純に“1”を

ピット，“0”をランドとして記録したのでは，“1”または“0”の片方だけが長く連

続するような場合，読取エラー率が高くなる恐れがある。そこで，以下のような手順で

ビット情報を変換し，記録することを考える。

(1)　元のビット列データを4ビットごとのビット列に分割する。

(2)　各ビット列を，表1の変換表に従って10ビットの「チャネルビット」とよばれる

ビット列に変換する。

表1　チャネルビット変換表

1000000100

チャネルビット�

0000

元のビット列�

1000010000

1000001000

0010

0001

1000100100

1000100000

0100

0011

1001000100

1001000000

0110

0101

0100000100

1001001000

1000

0111

0100010000
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0100100100

0100100000

1100

1011

0010001000

0010000100

1110

1101

00100100001111

ハードウェア
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(3)　変換後のチャネルビットを並べたものを対象にして，以下のルールでピット／ラ

ンドを設定する。なお，以下の説明ではピット／ランド長の最小単位を“1ブロッ

ク”とする。

(3-a)　“1”が出現したときにピットとランドを切り替える。

(3-b)　以下，“0”が続いている個数分だけピット／ランドのブロックを連続させ

る。

　たとえば，チャネルビット列の一部“…0010001000000010000100…”をピット／ラ

ンドとして記録したものは図1のようになる。

0 00 00 01 00 0 1 0 000 0 10 000 1

切替え�

…�

…� …�

…�

ピット
3ブロック�

ピット
4ブロック�

ランド
7ブロック�

切替え� 切替え� 切替え�

図1　チャネルビットをピットとランドで記録する
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設問1　このルールに従って，あるデータを記録した結果，図2のような状態になった。こ

のとき，各チャネルビットを正しく取り出すための区切り位置と，その区切り位置

以降に対して変換をかけて得られる「元のデータ内容」の先頭1バイト分を示した

ものの組合せとして，適切なものはどれか。なお，解答は答案用紙の解答欄aに記入

すること。

a b c

…� …�

図2　記録結果の一部

解答群
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設問2　この記録方式を用いて，ディスク上に1本のトラック(ピット／ランドを記録する

領域)を渦巻き状に配置した光ディスク媒体を考える。このディスクに関する記述中

の に入る正しい答えを解答群の中から選べ。

　チャネルビット中の“1”はピット／ランドの切替えに用いられ，ピット／ラン

ドの長さ(ブロック数)に含まれないので，一つのチャネルビットを記録するのに必

要なブロック数は，「チャネルビット中の“0”の個数」と等しくなる。

　この考え方を用いると，元のビット列が“0000”であった場合，これを変換した

チャネルビットを記録するのに必要なピット／ランド長は， b ブロック

分となる。また，元データを4ビットごとに区切ったときの“0000”～“1111”の

16種類のビット列の出現率が均等であると仮定すると，元データ1バイト分を記録

するのに必要なピット／ランド長の平均は，およそ c ブロック分とな

る。

　ここで，光ディスク1枚当たりのトラックの総延長を6.2×10
3メートル，1ブロッ

クの長さを5×10
－7メートルとすると，光ディスク1枚に記録できるデータ量は　

d バイトとなる。

b，cに関する解答群

ア　7 イ　7.75 ウ　8 エ　10

オ　14 カ　15.5 キ　16 ク　20

dに関する解答群

ア　400M イ　540M ウ　740M エ　800M オ　960M

カ　4G キ　5.4G ク　7.4G ケ　8G コ　9.6G
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ネットワーク

問3　通信ネットワークに関する次の記述を読んで，設問に答えよ。

　図1に示すような構成のネットワークがある。LAN内はプライベートIPアドレスで運

用されており，デフォルトゲートウェイとしてルータ1が設定されている。

　また，インターネット上の各種サーバへアクセスするさいには，ルータ2のNAPT(IP

マスカレード)機能により，プライベートIPアドレスをグローバルIPアドレスに変換す

る。

　図中の“IP1”や“M1”は，各ノードのIPアドレス及びMACアドレスを表す。

スイッチングハブ

PC1

M1

IP1

M2

IP2

M3

IP3

上段
下段

：MACアドレス
：IPアドレス

M5

IP5

MX

IPX
M4

IP4

営業部LAN

ルータ1

他部署LAN

ルータ2 インターネット

WebサーバX

図1　ネットワークの構成
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設問　次の記述中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

　営業部のLAN内に接続されたPC1から，インターネット上のWebサーバXあてにパ

ケットを送信する場合について考える。

　PC1では送信に先立ち， a とサブネットマスクのビットごとのAND演算を

行い，その結果と「IP1とサブネットマスクのビットごとのAND演算を行った結果」

との比較を行う。

　このとき，サブネットマスクが適切に設定されていれば両者は b ので，デ

フォルトゲートウェイであるルータ1へ向けてパケットを送信する。

　次に，PC1から送信されたパケットの内容について考える。PC1から送信されたパ

ケットは，送信元及びあて先を表す情報として，図2に示すような各情報をもつ。

M1

IP1

P1

c

送信元 あて先

IPX

PX

MACアドレス

IPアドレス

TCP/UDPポート番号

図2　PC1から送信されたパケット内の情報

　このパケットを受け取ったスイッチングハブは， c の情報を元に，パケッ

トを送信する先を決定する。次に，ルータ1は受け取ったパケットの内容を書き換え，

図3のような情報をもつパケットにした後，ルータ2へ送信する。

M3

P1

d

e

送信元 あて先

IPX

PX

MACアドレス

IPアドレス

TCP/UDPポート番号

図3　ルータ 1から送信されるパケット内の情報
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　さらに，ルータ2は，パケットの送信元 f 及びあて先 f を書き換え

るとともに，NAPT機能により，パケットの送信元に関する情報のうち

　{送信元IPアドレス(プライベート)，送信元 g }

という組合せの部分を，

　{送信元IPアドレス(グローバル)，新たに生成した送信元 g }

と書き換えてから，この対応を記憶し，WebサーバXへあててパケットを送信する。

a，eに関する解答群

ア　IP1 イ　IP2

ウ　IP3 エ　IP4

オ　IP5 カ　IPX

bに関する解答群

ア　一致する イ　異なる

c，dに関する解答群

ア　M1 イ　M2

ウ　M3 エ　M4

オ　M5 カ　MX

f，gに関する解答群

ア　MACアドレス イ　TCP/UDPポート番号



－13－

データベース

問4

(20秋問3)
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